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学位論文要旨 
	 Studies on Migration Pathway from the Japan Sea to the Sea of Okhotsk of Radioactive Cesium 
Derived from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
（	 福島第一原子力発電所に由来する放射性セシウムの日本海からオホーツク海への移行
経路に関する研究	 ） 











にくい 2）。そこで本研究は FDNPP に由来する放射性物質の福島から石狩湾までの移行経路
及び石狩湾からその先の移行経路を明らかにすることを目的とする。 
2. 実験 3-5) 
	 放射性セシウムの移行経路を明らかにするため、図 1 の海域で
合計 43 点の海底土を採取した。海底土は乾燥後 Ge 半導体検出器
で放射能を測定した。測定時間は 8 万秒から 60 万秒で、試料は
100 又は 2000cm3 を測定した。 
	 放射性セシウムは海中を移動しても海底土の種類により吸着
されない可能性があるので、海底土の粒度分析を行った。ふるい
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も 134Cs が検出されなかった。 
	 図 3 に距離が近い酒田沖と加茂沖の Clay-Silt の割合
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Migration Distance from Agano River mouth km
The concentration was corrected at March 11, 2011.
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